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ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
は

国
際
社
会
の
制
止
を
振
り
切
っ

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
行
っ

た
。
こ
の
暴
挙
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の

ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
事
務
局

長
が
「
核
抑
止
力
は
国
を
守
る

た
め
に
使
わ
れ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
核
兵
器
は
抑
止
力
な
ど

で
は
な
く
大
国
の
侵
略
の
道
具

で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
「
核
抑

止
力
論
」
の
欺
瞞
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
ベ
ア

ト
リ
ス
・
フ
ィ
ン
氏
は
「
攻
撃

的
で
無
責
任
な
姿
勢
を
と
っ
て

い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル

ー
シ
だ
け
で
は
な
い
。
５
大
国

以
外
の
核
兵
器
『
保
有
』
を
妨

げ
る
一
方
で
、
核
兵
器
の
『
貯

蔵
』
は
認
め
る
と
い
う
核
兵
器

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
欠

陥
を
利
用
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は

欧
州
の
５
カ
国
に
核
兵
器
約
１

０
０
発
を
提
供
し
て
い
る
」
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
背
景
に
は

国
際
的
な
緊
張
を
高
め
た
Ｎ
Ｐ

Ｔ
体
制
と
米
国
の
問
題
を
指
摘

し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
、
私
た

ち
は
「
核
抑
止
力
」
や
「
核
不

拡
散
」
で
は
国
際
社
会
の
平
和

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
や

は
り
必
要
な
こ
と
は
今
す
ぐ
地

球
上
か
ら
す
べ
て
の
核
兵
器
を

廃
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
と
第
１
回
核
兵
器
禁
止
条

約
締
約
国
会
議
が
開
催
さ
れ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
め
ぐ
る
核

保
有
国
の
応
酬
が
予
想
さ
れ
、

新
た
な
前
進
は
考
え
づ
ら
い
。

一
方
、
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約

国
会
議
に
は
大
き
な
期
待
が
集

ま
る
。

今
年
の
つ
ど
い
で
は
、
１
日

目
の
企
画
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
金

融
セ
ク
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
あ
る
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ

ダ
ー
氏
を
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー

に
招
き
、
核
抑
止
力
論
や
Ｎ
Ｐ

Ｔ
体
制
の
欺
瞞
性
を
再
度
共
有

し
た
い
。
さ
ら
に
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
意
義
と
そ
れ
を
具
体

化
す
る
市
民
社
会
の
運
動
の
一

つ
で
、
近
畿
で
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
�
核
兵
器
製
造
企
業

に
投
資
す
る
なDon'tBan

kontheBomb

�
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
を
利
用
し
て
国
内
で

勢
い
を
増
す「
核
武
装
論
」「
核

共
有
論
」
「
憲
法
９
条
改
憲
」

の
危
険
性
に
も
触
れ
た
い
。
さ

ら
に
、
開
催
地
で
あ
る
神
戸
市

が
世
界
に
誇
る
「
非
核
神
戸
方

式
」
の
意
義
と
そ
れ
を
守
っ
て

き
た
市
民
の
運
動
に
も
焦
点
を

当
て
る
。

ま
た
、
２
日
目
に
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
１１
年
目
を
迎
え
た

東
北
で
の
人
々
の
暮
ら
し
に
着

目
し
て
、
核
災
害
の
悲
惨
さ
を

共
有
す
る
企
画
を
予
定
し
て
い

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と

し
て
、
日
本
で
唯
一
の
潜
水
艦

建
造
工
場
や
日
本
最
大
規
模
の

原
発
製
造
工
場
を
擁
す
る
神
戸

港
巡
り
や
懇
親
会
も
予
定
し
て

い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
リ
ア

ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
問
わ
ず
多
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
。詳
細
は
決
ま
り
次
第
、

反
核
医
師
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
紹
介
す
る
予
定
。

２
月
２５
日
、
反
核
医

師
の
会
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
対
し
て
、
「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
抗
議
す
る

ロ
シ

ア
は
、
た
だ
ち
に
軍
事

行
動
を
中
止
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
領
か
ら
撤
退
せ

よ
」
の
抗
議
声
明
を
発

表
し
、
在
日
ロ
シ
ア
大

使
館
に
送
付
し
た
。
全

文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

日
本
ユ
ニ
セ
フ
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
緊
急
募
金
」
先

を
紹
介
す
る
。

こ
の
他
、
「
国
連
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
」で
も
、

紛
争
や
迫
害
な
ど
に
よ

っ
て
難
民
と
な
り
、
逃

れ
て
き
た
人
々
に
対
し

て
緊
急
時
の
支
援
と
し

て
命
を
守
る
水
や
食
糧

の
支
給
、
長
期
化
す
る

避
難
生
活
で
の
生
活
全

般
を
支
え
る
活
動
の
た

め
の
支
援
募
金
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
（
両
者

と
も
、
２
０
２
２
年
４

月
２２
日
現
在
の
情
報
よ

り
）
。

【２４日】
企 画①ウクライナ危機から見る「核抑止力論」と「ＮＰＴ体制」の問題点

―今こそ核兵器禁止条約を全世界に―（仮）
講 師：スージー・スナイダー氏（ＩＣＡＮ「核兵器廃絶国際キャンペーン」）
報 告：松井和夫氏（近畿反核医師懇談会�ＤＢＯＢ�キャンペーン事務局長）

企 画②「核共有」「核武装」「憲法９条改憲」で日本を守ることができるのか
―非現実的な「現実主義者」たちの主張―（仮）

講 師：安斎育郎氏（立命館大学名誉教授）

企 画③非核神戸方式を全世界に
講 師：梶本修史氏（兵庫県原水協事務局長）

【２５日】
シンポジウム「東日本大震災～福島第一原発事故とその後」（仮）
コーディネーター 郷地秀夫氏

（東神戸診療所所長／核戦争を防止する兵庫県医師の会代表）
パネリスト 小出裕章氏（元京都大学原子炉実験所）

齋藤紀氏（福島医療生協・わたり病院）
広川恵一氏（兵庫県保険医協会顧問） 他

〈郵便局による振り込み〉
郵便局（ゆうちょ銀行）募金口座
振替口座：００１９０―５―３１０００
口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会
※通信欄に「ウクライナ」と明記
ユニセフのホームページからの寄付も可能。
詳細は、ユニセフホームページ参照。

宮
城
県
の
女
川
原
発

は
避
難
計
画
も
承
認
さ

れ
２
０
２
２
年
度
以
降

に
２
号
機
の
再
稼
働
を

目
指
し
て
い
る
。

今
年
２
月
重
大
事
故

を
想
定
し
た
政
府
と
県
の
原
子
力
総
合

防
災
訓
練
が
二
日
間
行
わ
れ
た
。
想
定

で
は
前
日
に
発
生
し
た
地
震
と
津
波
で

女
川
２
号
機
が
緊
急
停
止
、
原
子
炉
が

冷
却
不
能
、
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
の

は
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
と
牡
鹿
半
島
南
部
、
離

島
の
住
民
３
５
０
０
人
で
あ
る
。
す
べ

て
の
計
画
に
お
い
て
問
題
山
積
で
は
あ

る
が
、
離
島
か
ら
の
避
難
訓
練
を
見
て

驚
い
た
。
前
日
の
津
波
想
定
に
も
関
わ

ら
ず
出
島
と
い
う
離
島
か
ら
の
避
難

は
、
な
ん
と
フ
ェ
リ
ー
で
女
川
港
へ
。

東
日
本
大
震
災
で
最
大
１４
・
８
ｍ
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
女
川
港
に
地
震
発
生

の
翌
日
に
船
で
避
難
と
は
…
。
原
則
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
路
避
難
と
な

る
が
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
そ
の
実
効
性
に
は
疑
問
が
残
る
。

最
悪
、
放
射
線
防
護
施
設
で
の
長
期
避

難
も
考
え
ら
れ
る
。
陸
路
に
お
い
て
も

渋
滞
や
使
用
道
路
の
寸
断
な
ど
災
害
時

に
は
避
難
計
画
が
破
綻
す
る
要
素
が
山

積
だ
。
実
際
の
避
難
想
定
は
２０
万
人
で

あ
る
が
、
こ
の
訓
練
へ
の
参
加
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
、
住

民
の
参
加
は
見
合
さ
れ
自
治
体
職
員
な

ど
に
よ
る
４
０
０
人
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
訓
練
後
、
原
子
力
防
災
担
当
大

臣
は
「
避
難
計
画
の
実
効
性
を
十
分
確

か
め
ら
れ
た
」
と
の
認
識
を
示
し
た
‥

唖
然
失
笑
、
茫
然
自
失
で
あ
る
。
住
民

が
言
っ
た
言
葉
が
耳
に
残
る
「
こ
れ
は

避
難
計
画
で
は
な
く
被
曝
計
画
だ
」
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
あ
た
り
ロ
シ
ア
軍

は
原
発
施
設
の
攻
撃
、
占
拠
と
い
う
暴

挙
に
で
た
。
原
発
は
有
事
の
際
に
は
攻

撃
対
象
に
な
る
。
こ
の
教
訓
か
ら
も
原

発
は
Ｎ
Ｏ
で
あ
る
。

（
Ｈ
・
Ｓ
）

第３２回反核医師のつどい in兵庫 ９月２４日・２５日

９月２４日、２５日に、兵庫で開催（オンライン併用）９月２４日、２５日に、兵庫で開催（オンライン併用）
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理
事
長

第
３２
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
兵
庫
実
行
委
員
長

反核医師のつどい
千葉を開催

西
山

裕
康

第３２回反核医師のつどい第第３３２２回回反核医師のつどい

in

ロシアによるウクライナ
侵攻に抗議声明を発表
ロシアによるウクライナ
侵攻に抗議声明を発表

公益財団法人日本ユニセフ協会
ウクライナ緊急募金

第３１回

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
声
明
を
発
表
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「
原
爆
黒
い
雨
被
爆
者
訴

訟
」
で
広
島
高
裁
は
昨
年
７

月
１４
日
に
国
の
控
訴
を
棄
却

し
、
黒
い
雨
に
遭
っ
た
も
の

は
、
放
射
性
微
粒
子
に
よ
る

外
部
被
曝
、
内
部
被
曝
に
よ

る
健
康
被
害
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
気

を
発
症
し
て
い
な
く
て
も
救

護
被
爆
者
と
同
様
に
３
号
被

爆
者
に
該
当
す
る
と
の
画
期

的
判
決
を
出
し
た
。

こ
の
広
島
高
裁
判
決
を
受

け
、菅
前
首
相
は「
内
部
被
曝

の
影
響
に
つ
い
て
は
容
認
で

き
な
い
が
、原
爆
に
よ
る
健

康
被
害
の
特
殊
性
に
鑑
み
、

上
告
を
断
念
し
、原
告
に
被

爆
者
健
康
手
帳
を
速
や
か
に

発
行
し
、原
告
と
同
じ
よ
う

な
事
情
に
あ
っ
た
方
々
に
つ

い
て
は
、被
爆
者
に
認
定
し

救
済
で
き
る
よ
う
早
急
に
対

応
を
検
討
す
る
」と
の
談
話

を
発
表
し
、８
月
６
日
ま
で

に
全
原
告
に
被
爆
者
健
康
手

帳
が
交
付
さ
れ
た
。
９
月
に

は
、
広
島
県
と
市
か
ら
原
告

に
健
康
管
理
手
当
申
請
の
結

果
が
通
知
さ
れ
、
過
去
に
白

内
障
の
手
術
を
受
け
て
い
た

２
人
以
外
が
認
定
さ
れ
た
。

う
ち
１
人
は
後
に
別
の
疾
患

で
再
申
請
し
て
認
定
さ
れ

た
。「

原
爆
『
黒
い
雨
』
訴
訟

を
支
援
す
る
会
」
は
９
月
、

１０
月
に
８
か
所
で
黒
い
雨
被

爆
者
相
談
会
を
開
催
し
、
健

康
管
理
手
当
も
同
時
に
申
請

す
る
こ
と
を
勧
め
て
１０
月
１１

日
に
１
８
９
人
が
広
島
市
に

集
団
申
請
し
た
。
同
支
援
す

る
会
は
、
１０
月
２４
日
の
総
会

で
名
称
を
「
原
爆
『
黒
い
雨
』

被
害
者
を
支
援
す
る
会
」
に

変
更
し
、
全
て
の
「
黒
い
雨

被
爆
者
」
の
救
済
を
目
指
し

て
引
き
続
き
活
動
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

厚
労
省
は
１１
月
３０
日
に
よ

う
や
く
広
島
県
・
市
、
長
崎

県
・
市
と
の
協
議
を
開
催
し
、

被
爆
者
認
定
制
度
を
改
正
し

て
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
運

用
す
る
方
針
を
示
し
、
１２
月

２３
日
に
「
黒
い
雨
」
訴
訟
を

踏
ま
え
た
審
査
の
指
針
改
正

の
骨
子（
案
）を
発
表
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
①
「
原
告
と

同
じ
よ
う
な
事
情
に
あ
る

者
」
と
は
黒
い
雨
に
遭
っ
た

当
時
の
状
況
（
場
所
・
時
間

帯
、
降
雨
状
況
、
生
活
状
況

な
ど
）
が
原
告
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
、

遭
っ
た
こ
と
が
否
定
で
き
な

い
場
合
、
②
健
康
管
理
手
当

対
象
の
１１
種
類
の
疾
病
に
か

か
っ
て
い
る
者

た
だ
し
白

内
障
は
手
術
後
で
も
認
め

る
、と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

厚
労
省
か
ら
示
さ
れ
た
同

骨
子（
案
）に
対
し
、１２
月
２４

日
に
広
島
県
・
市
は「
疾
病
要

件
」に
は
反
対
だ
が
、早
期
に

制
度
運
用
を
開
始
す
る
た
め

骨
子
案
を
受
け
入
れ
る
と
回

答
し
た
。同
日
、「
原
爆『
黒
い

雨
』被
害
者
を
支
援
す
る
会
」

は
、
同
骨
子
案
に
対
し
、
①

黒
い
雨
降
雨
域
に
所
在
し
て

い
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ

い
て
は「
黒
い
雨
に
遭
っ
た

者
」と
す
る
べ
き
、②
１１
種
類

の
疾
病
は
健
康
管
理
手
当
の

対
象
と
な
る
疾
病
で
あ
り
、

被
爆
者
認
定
と
は
本
来
無
関

係
の
も
の
で
あ
る
。
疾
病
を

要
件
と
せ
ず
、
「
３
号
被
爆

者
」
と
認
め
る
よ
う
改
め
る

べ
き
、
③
広
島
県
市
は
骨
子

案
を
受
け
入
れ
ず
，
前
項
の

と
お
り
改
め
る
よ
う
厚
労
省

と
協
議
を
継
続
す
べ
き
、
と

の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
１２

月
２７
日
に
は
、
長
崎
県
・
市

が
、
広
島
に
限
定
さ
れ
る
同

骨
子
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
新
た
な
裁

判
を
誘
発
す
る
も
の
で
あ
る

と
回
答
を
し
て
い
る
。

１２
月
２７
日
、厚
労
省
は
広

島
県
・
市
、長
崎
県
・
市
か
ら

の
回
答
を
受
け「
広
島
県
・
市

及
び
長
崎
県
・
市
と
の
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
」と
し

て
、「
被
爆
者
援
護
法
第
１
条

第
３
号
に
係
る
審
査
の
指

針
」の
作
成
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、長
崎

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、引
き

続
き
協
議
を
す
る
こ
と
、
２

０
２
２
年
度
予
算
に
約
１
万

人
を
対
象
に
７８
億
円
を
計
上

す
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

２
０
２
２
年
２
月
１８
日
現

在
、
広
島
市
へ
の
事
前
申
請

は
１
５
３
３
件
、
広
島
県
へ

は
４
２
２
件
と
な
っ
て
い

る
。２
月
２１
日
に
厚
労
省
は
、

原
告
と
同
じ
よ
う
に
黒
い
雨

に
遭
っ
た
か
ど
う
か
居
住

地
、
通
学
先
、
勤
務
先
の
わ

か
る
書
類
を
求
め
て
個
別
に

審
査
す
る
。
１１
種
類
の
障
害

を
と
も
な
う
一
定
の
疾
患

（
白
内
障
は
術
後
も
可
）
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
診

断
書
を
も
と
に
審
査
す
る
、

と
の
被
爆
者
健
康
手
帳
申
請

案
内
を
発
表
し
た
。

広
島
市
の
保
健
医
療
担
当

局
長
は
、
２
０
２
２
年
２
月

１４
日
の
広
島
市
議
会
本
会
議

で
「
原
告
以
外
の
方
は
首
相

談
話
に
従
っ
て
、
放
射
能
に

よ
る
健
康
被
害
の
特
殊
性
を

伺
わ
せ
る
事
情
を
確
認
す
る

た
め
健
康
管
理
手
当
対
象
の

１１
疾
患
へ
の
り
患
を
要
件
と

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
広
島
高
裁

判
決
に
従
わ
ず
、
総
理
談
話

が
最
高
規
範
に
な
っ
て
い
る

異
常
事
態
と
い
え
る
。
４
月

１
日
に
事
前
申
請
者
４４
人
へ

被
爆
者
健
康
手
帳
の
送
付
が

開
始
さ
れ
た
。

国
は
、
被
被
爆
者
に
「
受

忍
」
を
強
い
る
態
度
を
た
だ

ち
に
改
め
、
被
爆
者
認
定
基

準
の
あ
り
か
た
を
抜
本
的
に

改
正
し
、
長
崎
の
被
爆
者
を

含
め
た
「
黒
い
雨
」
に
よ
り

被
爆
し
た
す
べ
て
の
人
々
を

被
爆
者
と
認
め
、
救
済
す
べ

き
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
「
黒
い
雨
被

爆
者
訴
訟
」
勝
訴
の
成
果
を

長
崎
の
被
爆
体
験
者
、
ビ
キ

ニ
水
爆
実
験
被
害
漁
船
員
、

福
島
原
発
事
故
被
害
者
の
救

済
に
広
げ
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

（
常
任
世
話
人

青
木
克
明
）

近
畿
各
府
県
の
反
核
医

師
の
会
な
ど
で
つ
く
る
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
昨

年
１２
月
１９
日
、
大
阪
市
内

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
金
融

機
関
の
核
兵
器
製
造
企
業

へ
の
投
融
資
に
関
す
る
調

査
結
果
を
記
者
発
表
し
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
報
道
さ

れ
た
。

発
表
は
、
飯
田
哲
夫
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会

「Don'tBankonthe
Bomb

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー
（
京
都
）
が
挨

拶
し
、
武
村
義
人
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ
ー

（
兵
庫
）
が
報
告
し
松
井

和
夫
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
副

リ
ー
ダ
ー
（
和
歌
山
）
が

司
会
を
務
め
た
。

飯
田
氏
は
挨
拶
で
、「
２

年
前
に
京
都
で
開
催
し
た

『
反
核
医
師
の
つ
ど
い
』

で
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、
運
動
の
継
続
を
確
認

し
、
近
畿
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
。
こ
の
運

動
は
患
者
さ
ん
も
利
用
し

て
い
る
金
融
機
関
を
通
じ

て
参
加
し
や
す
い
の
で
、

大
き
く
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

愛
知
の
会
も質

問
状
送
付

な
お
、
反
核
医
師
の
会

・
愛
知
で
は
、
当
該
質
問

状
に
つ
い
て
愛
知
県
に
本

社
が
あ
る
未
回
答
の
銀
行

（
中
京
銀
行
・
愛
知
銀
行

・
名
古
屋
銀
行
）
に
昨
年

１１
月
１５
日
に
質
問
状
を
送

付
し
た
。
そ
の
結
果
、
中

京
銀
行
か
ら
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

「
知
っ
て
い
る
」
、
非
人

道
兵
器
に
対
す
る
与
信
行

為
や
投
資
を
禁
止
す
る
明

文
化
さ
れ
た
ポ
リ
シ
ー
に

つ
い
て
、
「
特
に
明
文
化

は
し
て
い
な
い
が
、
禁
止

し
て
い
る
」
な
ど
の
回
答

が
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
へ
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
情
勢

か
ら
も
、Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
な
ど
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
あ

ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
は

昨
年
開
催
し
た
第
３１
回
反

核
医
師
の
つ
ど
い
in
千
葉

で
報
告
さ
れ
、
反
核
医
師

の
会
ニ
ュ
ー
ス
７８
号
に
掲

載
し
て
い
る
。

近畿反核医師懇談会、反核医師会では、Don’t Bank on the Bombキャン
ペーンを推進するために、YouTubeチャンネルで動画配信をしています。
ぜひ、チェックして、チャンネル登録をお願いします。
今回の調査結果と併せて、「反核医師の会」ホームページのトップページ
にDon’t Bank on the Bomb特設サイトのバナーをリンクしています。

近畿反核医師懇談会、反核医
師の会は、Don’t Bank on
the Bomb のリーフレット
を作成しています。ぜひご活用
ください。

マスコミ発表の模様（左から飯田、武村、松井各氏）

核兵器製造企業への投融資に関する
調査結果を記者発表

核兵器製造企業への投融資に関する
調査結果を記者発表

黒い雨訴訟を巡る
この間の情勢

黒い雨訴訟を巡る
この間の情勢

近畿反核医師懇談会近畿反核医師懇談会
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Don’t Bank on the Bomb
動画・リーフレットの活用を
Don’t Bank on the Bomb
動画・リーフレットの活用を

◀ＱＲコードからも
ご覧頂けます。

YouTubeチャンネル
「Human Dignity

～核廃絶への道」

YouTubeチャンネル
「反核医師の声」

長
崎
を
含
め「
黒
い
雨
」に
よ
り

被
爆
し
た
す
べ
て
の
人
々
の
救
済
を
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藤
岡

篤
司

新代表新代表

（
東
北
医
科
薬
科
大
学
４
年
）

12
月
26
日
開
催

事
務
局
内
学
習
会

12
月
26
日
開
催

事
務
局
内
学
習
会

「
被
災
地
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
今
」

３
月
５
日
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
習
会

３
月
５
日
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
習
会

「
い
ま
な
ぜ
核
兵
器
に

つ
い
て
学
ぶ
の
か
」

〜
医
学
生
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
〜

た
ま

き

長
谷
川

碧
紀

前代表前代表
（
坂
総
合
病
院
初
期
研
修
医

東
北
医
科
薬
科
大
学
卒
）

初
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、

反
核
医
師
の
会
学
生
部
会
次

期
代
表
者
を
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

東
北
医
科
薬
科
大
学
４
年
の

藤
岡
篤
司
と
申
し
ま
す
。
次

期
代
表
就
任
に
あ
た
り
、
皆

さ
ま
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
福
島
の
原
発
問
題

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
直
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
昨

年
の
９
月
に
反
核
医
師
の
会

学
生
部
会
に
入
会
し
、
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
会
で

は
、原
発
問
題
や
原
爆
、核
兵

器
な
ど
の
核
問
題
に
関
す
る

勉
強
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
勉
強

会
は
、主
に
講
師
を
招
い
て

講
演
会
を
開
い
た
り
、部
会

の
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換

を
し
て
お
り
、核
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る
の
は
勿
論
の

こ
と
、こ
れ
か
ら
核
問
題
に

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き

な
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
次
期
代
表
と
し

て
部
会
で
や
っ
て
い
き
た
い

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
で
す
。

今
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
皆

で
集
ま
っ
て
学
習
を
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
は

と
て
も
多
い
の
で
、
い
つ
か

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次

に
、
核
問
題
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
必
要
と
な
る
知
識

（
世
界
情
勢
な
ど
）
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
す
。
核
問
題

と
そ
れ
に
関
連
す
る
背
景
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
問
題

に
対
し
て
浅
は
か
な
意
見
し

か
生
ま
れ
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
う
い

っ
た
知
識
も
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
今
後
は
核
問
題

だ
け
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野

の
こ
と
を
学
ん
で
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
去
年
部
会

に
入
会
し
た
ば
か
り
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
が
持
つ
知
識
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
医
学
生
と
い
う

時
期
に
た
く
さ
ん
学
習
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
次
期
代
表
者
と
し
て

部
会
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
交
代
し
た
反
核
医
師
の
会
学
生
部
会

の
新
旧
代
表
よ
り
、
学
生
部
会
の
活
動
の
感
想
、
今
後

の
抱
負
な
ど
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
た
ち
学
生
部
会
で
は
、

２
０
２
１
年
８
月
に
開
催
し

た
Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
会
後
、
新
た

に
８
名
が
入
会
し
現
在１４
名

の
学
生
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏

ま
え
「
避
難
者
の
ス
ト
レ
ス

に
着
目
し
て
学
び
た
い
」
と

の
声
か
ら
企
画
し
た
の
が
、

２
０
２
１
年
１２
月
２６
日
に
開

催
し
た
事
務
局
内
学
習
会
で

す
。相

馬
市
・
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ご
み
の
所
長
で
あ

る
蟻
塚
亮
二
先
生
を
お
招
き

し
て
「
被
災
地
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
今
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
発
が
で
き
る
き
っ
か
け
か

ら
始
ま
り
、
避
難
者
の
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
ハ
イ
リ
ス
ク
群
は
戦
争

の
ト
ラ
ウ
マ
な
み
に
高
い
こ

と
や
、
被
災
者
の
苦
痛
を
強

め
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
補

償
賠
償
の
め
ど
が
立
た
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

人
災
が
被
災
者
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
者
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
お
話
で
印

象
に
残
っ
た
の
は
「
悲
し
み

と
は
、
受
け
と
め
て
く
れ
る

人
が
い
て
可
能
に
な
る
体
験

で
あ
り
、
�
生
き
る
�
こ
と

に
対
す
る
肯
定
的
な
意
思
と

結
び
つ
い
た
�
能
力
�
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
被

災
者
だ
け
で
な
く
、
医
療
者

や
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
更

に
は
個
人
と
し
て
の
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
投
げ
か
け
ら

れ
た
言
葉
に
感
じ
た
か
ら
で

す
。質

疑
応
答
で
は
、
「
精
神

的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
自

分
が
精
神
科
医
に
な
れ
る

か
」
と
い
っ
た
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
蟻
塚
先
生
は
「
僕

も
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
け
れ
ど
、
医
療
職
と
い
う

の
は
幸
せ
な
職
業
で
、
患
者

さ
ん
に
治
し
て
も
ら
え
る
ん

だ
よ
。
福
島
に
来
て
、
や
っ

と
患
者
さ
ん
か
ら
�
先
生
良

く
な
っ
て
き
た
ね
�
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

被
災
し
た
人
び
と
の
心
に
寄

り
添
い
た
い
と
思
う
一
方

で
、
想
い
が
強
い
か
ら
こ
そ

「
自
分
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
不
安
を
抱
く
こ
と

が
、
誰
に
で
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
気
持
ち
を
包
ん
で
い
た
だ

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

被
災
者
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い

て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
医
師
に
な
り
た

い
か
を
考
え
る
上
で
大
変
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

２
０
２
２
年
３
月
５
日
に

開
催
し
た
ｗ
ｅ
ｂ
学
習
会
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。「
い

ま
な
ぜ
核
兵
器
に
つ
い
て
学

ぶ
の
か
〜
医
学
生
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
安
斎
育
郎
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
は
新
し
く
入
会

し
て
く
れ
た
学
生
の
疑
問
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
学
習
会

の
約１０
日
前
に
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

り
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
す
る

中
で
安
斎
先
生
の
お
話
を
拝

聴
で
き
る
、
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
始
め
に
、
日

本
軍
が
使
用
し
て
き
た
生
物

化
学
兵
器
や
、
水
爆
実
験
に

よ
る
被
害
、
キ
ュ
ー
バ
危
機

な
ど
の
核
兵
器
の
歴
史
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
大
国
主
導
で
核

兵
器
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め

に
作
ら
れ
た
核
不
拡
散
条
約

と
は
異
な
り
、
世
界
の
人
び

と
の
運
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
の
が
核
兵
器
禁
止
条
約
で

あ
る
こ
と
や
、
核
抑
止
論
は

使
用
を
前
提
と
し
て
い
る
た

め
、
安
定
的
に
機
能
し
続
け

る
保
証
は
な
く
破
綻
の
危
険

を
伴
う
こ
と
な
ど
、
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
理

解
し
難
い
内
容
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
あ
ら

た
め
て「
平
和
と
は
何
か
？
」

「
人
生
で
大
事
な
４
つ
の
こ

と
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
過
去
の

過
ち
を
振
り
返
り
、
核
に
頼

ら
な
い
国
づ
く
り
が
世
界
中

で
広
が
る
こ
と
が
重
要
」「
安

斎
先
生
の
生
き
方
、
信
念
を

曲
げ
ず
に
生
き
て
こ
ら
れ
た

こ
と
を
知
り
、
気
合
が
入
り

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

核
兵
器
に
つ
い
て
医
療
者
が

学
ぶ
意
義
や
、
社
会
を
変
え

る
た
め
に
ど
ん
な
学
習
や
活

動
が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
に
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
自
身
は
４
月
か
ら
研
修

医
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
と
も
に
学
び
合
え

る
仲
間
が
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
考
え
な

が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
島
に
原
爆
被
爆
者
の
親

族
が
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
原

爆
や
核
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
私
で
し
た
が
、
反
核
医
師

の
会
と
出
会
い
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
だ
け

で
な
く
、
更
に
学
習
会
や
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
企
画
す

る
中
で
多
く
の
学
び
や
出
会

い
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
反
核

医
師
の
会
に
学
生
の
頃
か
ら

関
わ
る
こ
と
が
出
来
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２

年
生
の
終
わ
り
に
「
反
核
医

師
の
会
学
生
部
会
の
代
表
や

ら
な
い
？
」
と
今
で
も
尊
敬

す
る
先
輩
方
か
ら
声
を
か
け

て
頂
き
、そ
れ
か
ら
４
年
間
、

代
表
と
し
て
過
ご
せ
た
事

に
、
更
に
感
謝
の
思
い
で
一

杯
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
主
体

で
あ
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

に
突
入
し
、
１
年
程
活
動
を

行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

事
が
今
考
え
る
と
残
念
で
し

た
が
、
学
生
部
会
の
体
制
を

整
え
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

学
習
会
を
開
催
し
活
動
を
再

開
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

２１
年
度
は
３
回
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
が
、
学
習
会
を
行

う
度
に
新
た
な
学
生
の
参
加

が
増
え
る
な
ど
、
今
後
の
活

動
に
も
期
待
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
学
生
部
会
を
卒
業
し

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら

も
学
生
部
会
の
活
動
を
見
守

っ
て
い
て
下
さ
い
。
４
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

近畿反核医師懇談会・金融機関の
核製造企業投融資に関する調査結果発表

お

な
い

小
内

ゆ
い

反核医師の会・学生部会反核医師の会・学生部会

（
勤
医
協
中
央
病
院

初
期
研
修
医
・
島
根
大
学
卒
）

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
反核医師の会・学生部会

新旧代表のご挨拶
反核医師の会・学生部会

新旧代表のご挨拶

７
月
１４
日
に
高
裁
判
決
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Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

（
ト
レ
ッ
プ
ヴ
ェ
ル
テ
ル
）

イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語

―

後
に
な
っ
て
思
い
浮
か

ん
だ
当
意
即
妙
な
言
葉
の
返

し
方
。

悔
し
い
こ
と
に
、
そ
の
場

を
去
っ
て
か
ら
一
番
い
い
返

し
方
が
浮
か
び
ま
す
。
―

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｅ
Ｔ
Ｈ（
ヒ
ラ
エ
ス
）

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

―

帰
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
所
へ
の
郷
愁
と
哀
切
の
気

持
ち
。

過
去
に
失
っ
た
場
所
や
永

遠
に
存
在
し
な
い
場
所
に
対

し
て
も

―

「
翻
訳
で
き
な
い
世
界
の
こ
と

ば
（
エ
ラ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン

ダ
ー
ス
著
）」と
い
う
本
が
あ
る
。

一
言
で
は
訳
せ
な
い
世
界
の
言
葉

を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
る
。
本

を
開
く
と
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

の
は
、
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ニ

ー
ク
な
イ
ラ
ス
ト
。
「
こ
と
ば
」

の
説
明
文
は
面
白
く
て
、
イ
ラ
ス

ト
と
相
互
に
補
い
な
が
ら
、
そ
の

「
こ
と
ば
」
の
世
界
観
を
伝
え
て

く
れ
る
。
こ
の
本
を
読
ん
で
い
る

と
、
過
去
に
言
葉
に
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
、
忘
れ
か
け
て
い
た
大

切
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
。た

い
へ
ん
身
に
覚
え
が
あ
る
。

オ
ヤ
ッ
と
思
っ
た
時
に
は
良
い
返

し
は
で
き
ず
、後
で
色
々
考
え
て
、

さ
ら
に
悔
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

「
ロ
シ
ア
か
ら
の
攻
撃
か
な
？
」

職
場
で
一
瞬
停
電
に
な
っ
た
時
に

上
司
が
言
っ
た
。
何
が
言
い
た
い

の
か
が
不
明
で
、
い
い
気
も
し
な

か
っ
た
の
で
流
し
て
い
る
と
「
冗

談
通
じ
な
い
か
（
笑
）
」
と
。
こ

の
冗
談
、
全
く
笑
え
な
い
。
ロ
シ

ア
の
攻
撃
下
に
は
苦
し
ん
で
い
る

人
々
が
い
る
。
安
全
な
所
か
ら
高

み
の
見
物
気
分
で
発
さ
れ
た
そ
の

冗
談
が
、
ま
る
で
、
攻
撃
下
に
い

る
人
々
を
軽
く
扱
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
私
は
腹
が
立

っ
た
。
ど
ん
な
言
葉
を
返
せ
ば
よ

か
っ
た
か
未
だ
に
思
い
つ
か
な
い

が「
面
白
く
な
い
で
す
」く
ら
い
言

い
た
か
っ
た
。（
ち
な
み
に「
逆
に

笑
う
し
か
な
い
く
ら
い
実
は
笑
え

な
い
ひ
ど
い
ジ
ョ
ー
ク
」の
こ
と

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で「
Ｊ
Ａ
Ｙ

Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
ユ
ス
」と
言
う
ら
し
い
）

以
前
、沖
縄
で
出
会
っ
た
人
が
、

「
あ
な
た
が
住
む
長
野
県
に
は
古

い
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ

ね
。
羨
ま
し
い
で
す
。
地
上
戦
が

あ
っ
た
沖
縄
南
部
に
は
樹
齢
１
０

０
年
以
上
の
木
は
な
い
ん
で
す
。

古
い
木
を
見
る
と
『
こ
の
地
で
戦

争
は
起
き
な
か
っ
た
ん
だ
』
と
思

い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
。
彼
女

は
戦
後
生
ま
れ
で
、
樹
齢
１
０
０

年
以
上
の
木
々
が
茂
る
、
基
地
の

な
い
沖
縄
は
見
た
こ
と
が
な
い
は

ず
だ
が
、
そ
れ
で
も
過
ぎ
去
っ
た

沖
縄
へ
の
郷
愁
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
沖
縄
の
人
た
ち
と
話
し
て
い

る
と
、
戦
争
や
軍
事
基
地
に
よ
っ

て
、
帰
り
た
い
故
郷
を
潰
さ
れ
る

こ
と
へ
の
寂
し
さ
や
怒
り
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
本
で
は
、
文
化
や
習
慣
の

中
で
自
然
に
生
ま
れ
た「
こ
と
ば
」

た
ち
を
紹
介
し
て
い
る
。
逆
に
、

自
ら「
こ
と
ば
」を
作
る
こ
と
で
、

み
ん
な
の
中
に
共
通
認
識
が
生
ま

れ
、
物
事
が
前
進
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は

人
々
が
自
ら
作
っ
た
「
こ
と
ば
」

だ
。
そ
こ
に
は
、
被
爆
者
の
こ
と

を
知
っ
た
世
界
の
人
々
の
「
こ
ん

な
非
人
道
的
な
核
兵
器
は
絶
対
に

無
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
！
」
と

い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
条
約
の
も
と
、
少
し
ず
つ
だ

が
着
実
に
世
界
は
変
化
し
て
い

る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
な
く
て

は
な
ら
な
い
共
通
言
語
に
し
て
い

く
こ
と
で
、
核
廃
絶
の
道
を
築
い

て
い
き
た
い

（
常
任
世
話
人

光
武

鮎
）

第
１
回
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議

は
、
６
月２１
日
〜
２３
日
の
３
日
間
で
の
開
催

が
決
定
し
た
。
ま
た
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
は
、
８
月
１
日
〜
２６
日

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
政
府
に
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
署
名
活
動
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
（
署
名
用
紙
は
、
反
核
医
師
の
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
）
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
！

◇日時：２０２２年６月１２日（日）
１０：３０～１５：３０（総会は１０：３０－１２：００）

◇場所：東京・渋谷区・新宿農協会館８階会議室
＋Ｚｏｏｍによるオンライン併用

・記念講演（１３：００～１５：３０）
テーマ：「核兵器廃絶と戦争放棄：世界平和の

ために日本の歩むべき道」（仮題）
・講師：高原孝生明治学院大学教授
冒頭１時間、ＩＣＡＮドキュメンタリー映画『核兵
器の終わりの始まり』を上映予定
※web参加の申し込みは、右記のＱＲコードより

第１８回全国大会のお知らせ第１８回全国大会のお知らせ

『
翻
訳
で
き
な
い
世
界
の
こ
と
ば
』

反核医師の会反核医師の会

オンライン併用オンライン併用

（
エ
ラ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
著
／
前
田
ま
ゆ
み
訳

創
元
社
）

Ｂ
５
判
変
形

１
１
２
頁

１
、
７
６
０
円
（
税
込
）

反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に賛同いただいている
募金によって運営しています。
２０２２年は「つどい in 兵庫」を９月２４日～２５日に久しぶりに対面（オンラ
イン併用）で開催するなど様々な取り組みが予定されています。
２０２２年度（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日）の会費納入のほど、よろ
しくお願いいたします。
個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円
振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １ ５ ５ ７ ５ ０ ２
「反核医師・医学者の集い」

◇ゆうちょ銀行 （他銀行からの振り込みの場合） ○一九支店
当座 ０ ０ ５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替 ０ ０ １ ７ ０－７－５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

会費納入のおねがい

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

日
本
政
府
に
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
を
！

書籍紹介
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